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概要（２００字以内） 

多核金属錯体は、複数の金属中心の共同効果を

通じて単核錯体では実現困難なプロセスを達成

することが可能で、そのような効果に基づいた

新しい触媒機能が発現することが期待される。

金属間あるいは金属—基質間の空間配置を精密

に制御したり、配位元素やその置換基を変化さ

せて電子状態を系統的に変化させて、合理的な

多核錯体触媒開発に向けた系統的合成研究を展

開することが必須で、現在その途上にある。 

 

現状と最前線 

 多核金属錯体は、複数の金属中心の共同効果を通じて単核錯体では実現困難なプロセスを達

成することが可能で、そのような効果に基づいた新しい触媒機能を開発することは重要な課題

である。 

 共同効果には機能分担、基質個別活性化などいくつかの様式が可能である。例えば、前者は、

一つの金属中心で基質を捕捉し、もう一方の金属中心で基質を活性化する手法で、C-H 結合や

C-C 結合切断など比較的活性化エネルギーの高い反応について、基質を活性点近傍に保持して

エントロピー的に有利に反応を進めようとするものである。この場合、特に結合切断に関与す

る反結合性軌道に対し金属中心から効果的に電子供与する反応場設計が必須となる。また物質

に関連した機能のみならずエネルギー移動などを促進する金属フラグメントと効率的に組み

合わせることにより、光合成類似反応やアップヒルの反応も実現可能となると期待される。後

者では、複数の基質を個別の金属中心で活性化して結合形成を促進する手法である。 

 いずれの場合にも配位点・反応点を適切な配置でシス位に保持することが必須となる。錯体

触媒現象を分子レベルで解析する有機金属化学の領域では、多核金属錯体といえば従来金属—

金属結合を主要構造モチーフとする金属クラスター化合物に研究が集中してきたが、金属—金

属結合の開裂や自由回転など共同効果発現のためには不利な要因を含んでいるのに対し、金属

—金属結合を主要構造モチーフとしない非クラスター系は、架橋配位子を適切に設計すること

によってこの問題を克服できることから、両者は補完して新しい多核金属錯体の世界を構成 
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し、多様な新規触媒反応開発に繋がることが期待される。 

 特に非クラスター系では、金属間あるいは金属—基質間の空間配置を精密に制御したり、配

位元素やその置換基を変化させて電子状態を系統的に変化させることが可能である。合理的な

触媒設計に向けては、配位子設計が鍵となり、現在二核錯体系については研究が進展している

が、三核以上の錯体では様々な配置が可能であることから、要求される構造・配位原子を考慮

して、合理的な多核錯体触媒開発に向けた系統的合成研究を展開する必要がある。 
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将来予測と方向性 

・５年後までに解決・実現が望まれる課題 

・ 非クラスター系構成のための多核化配位子の系統的合成法の開発 

・ 多核錯体上での基質との相互作用の系統的解析 

・１０年後までに解決・実現が望まれる課題 

・ 多核金属錯体を用いた新規触媒的有機反応の実現 

・ 単核種では実現困難な触媒反応の実現・開発 
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